
寂仙坊 〈岩国市錦町〉
岩国市錦町の「寂仙坊」という話の中に、山の主である大蛇が
暴れだすと、山や谷が揺れ動いたとある。 
　「（前略）寂地山には一匹の大蛇が棲んでいて、里の人びとは山の主と呼んで恐れて
いた。というのは、ひとたび大蛇がおこってあばれだすと、七つの山、七つの谷が揺れ動
き、その吐く息は、山ろくの宇佐の里人が精魂こめて作りあげた農作物をも、みるみるう
ちに枯らしてしまうという、毒気の強いものであったからである。里の人びとが寂地山
に踏み入らなかったのも、実はこの大蛇のきげんを損じないよう、ただひたすらに、里の
平安を願ったからにほかならなかった。（後略）」『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

大蛇の塔 〈岩国市本郷町〉 
岩国市本郷町の「大蛇の塔」という話の中に、夜になると天の川に
大蛇があらわれ、いつまでも荒波が立ち、天の川が荒れたとある。 

白蛇伝 〈岩国市〉 
岩国市の「白蛇伝」いう話の中に、海に急に白い波が立ち始め、
次々に大波が襲いかかったとある。 

　「（前略）ところがまたまた大へんなことになってのんた。五郎が殺されたらすぐ、今ま
で明るかった空が急に曇ってきて、どろどろと五重の塔がくづれてもとの大蛇になり、あ
りゃあ、ありゃあ、とみんながたまげてさわぐなかを、五郎の死体をくわえて空高く舞い
上って、天のかなたへ消えてしもうたとい。
　そうして、この日から後は、夜になると、天の川に大蛇があらわれて、いつまでもいつまでも荒波が立ち、天の川が荒れ
て、天にはいろいろな不思議がつぎつぎに起りましたとう。（中略）
　そうしてとうとう思いついて、森の池のほとりに、社を建て、大蛇をまつり、あわせて五郎とお浪の霊も一しょにまつって
やりましたとい。そしたらその日から天の川の波は静かになり、一本のくさびが流れ星のように天から落ちてきましたと
う。（後略）」　　　　　　　　　　　　　　　 『ふるさと叢書Ⅲ　周防長門の昔話』　松岡利夫　山口県教育会　1976

　「（前略）しばらくしてきがついたときには、空はすっかり雨雲に覆われ、風も強く
なって白馬（大波が白い波頭をたててくるさまをたとえて白馬という）がたちさわい
でいました。
　急いで船を今津の浜へ帰そうとしましたが、もう櫓が思うように使えません。皆があせっているうちに、たいへんなしけ
もようとなり、つぎつぎに大波が襲いかかってきました。
　「舟を右へ廻せッ、あの白馬がくるとあぶないぞッ」
　誰かが叫んだときには、もう舟はぐらっとかたむいて、皆は海に放り出され、波にのまれてしまいました。平太もぱっと大
きな白い波をみたきり、気を失いました。（中略）
　みていると、白い蛇は平太の腰かけている岩の横を通りすぎて、するすると、そのまま海の中へ入っていきました。
　すると、白い蛇がはいっていったあとには、ざわざわと波がわかれたたちまち幅五尺ばかりの小道ができて、ずーっと今
津の浜の方へ向かっているのです。
　「ややッ。これはありがたい……これで今津に帰れるかも知れん」
　元気に立ち上がった平太は、白い蛇が通ってつくる波間の小道をずんずん歩いてとうとう今津の浜に帰りつくことがで
きました。
　「ほんとうにわしは助かったぞ」
つくづくありがたく思い、あとをふりかえってみますと、もう波間の小道はあとかたもなく消えていました。（後略）」

『ふるさと叢書Ⅲ　周防長門の昔話』　松岡利夫　山口県教育会　1976
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郷之坪大洪水 〈周防大島町〉
郷之坪大洪水は、周防大島町で明治19（1886）年9月24日に
発生した土砂災害である。 
　「（前略）天地もさけるかと思われる大音響と共に、百千の弄馬のような濁流が、もの
すごい水煙を立てて押しよせてきたのだ。見る間に家を倒し人を呑んだ。郷の坪は眼の
前から消えてただ水と砂礫とに代つてしまつた。
　上郷の坪に志度石神社の一の鳥居がある。そこから百坪くらいが一段と高くなつて
いて通称鳥居が壇といつておる。そこには、まわり一丈七尺もある梅壇の大樹があつた。ここで水勢が二分されたためこ
こだけが小島のように洪水から取りのこされた。しゃにむに逃げおおせた二〇人ばかりがこの梅壇の根元にしがみついて
水禍から一命を守つた。鳥居が壇のすぐ下の島家その他郷の坪で残存したのはたつた二三軒に過ぎなかった。
　河内倉之進は濁流にもまれて上になり下になつて押し流されること二キロばかり片山の川岸で救われたことは、奇跡的
だといわれた。地獄の絵巻物をくりひろげたような騒ぎの中に日が暮れかかつた。その時再び一大音響が聞えた第二回
目の洪水の来襲だ。しかしこの時は用心していたので命を失うものはなかつた。（後略）」（永田一郎著『郷の坪洪水記』による）

『周防大島町誌』　大島町誌編纂委員会　大島町（山口県）　1959

般若寺の由来 〈熊毛郡平生町〉
平生町には、都の用明天皇のもとに向かう途中、大畠灘で嵐にあい、
皆を守るため自ら海に身を投じた般若姫の菩提を弔うため、用明天皇の
勅願のもと般若寺が建立されたという伝説がある。 
　「推古天皇の七年（五九九年）、聖徳太子が二十七歳の八月であつた。太子は甲斐の黒
駒に乗ってあまねく諸国を巡行のみぎり、周防の国熊毛郡大聖ヶ獄を越えて、神子の岩屋
や、矢繰ヶ岳を眺めながら小田の里（神峰山の下、伊保の庄の海岸沿いにあり）を通りかかつたとき、海が見え、一そうの船
が現われた。（中略）
　やがて船のへさきに、年のころ十七、八であろうか、美しい一人の女性が立ち上り、太子にたずねかけた。（中略）
　「だれ、御身は何処の生れで、何用あつて都へ上られるかな」と云うと、女性は美しい顔に涙さえ浮かべて、
　「誰人とは何んというおたづねでございましよう。わたくしこそは豊後国満野長者の一人娘、あなたさまの御父君（聖徳
太子は五七四年、用明天皇の息子として生まれた。般若姫は太子の義母にあたる）用明天皇の妾、般若でございます。十
九歳の春、ここで難風にあい、九十四人の家人も、わたくしともどもにこの海底に沈みました。それから三十余年の間、こ
の海に漂泊しているのです。どうぞわたくし共をおたすけ下さいませ」
　と、あたりはにわかに暗くなり凄じい雷光をとともに、雨粒のまじつた強風が起り、山のような波が荒れはじめ、船は木
の葉のように転動すると見るや、掌を合わせた女性は船首から暗い海中に飛びこみ、従者たちも残らず海中に没したと思
われた瞬間、あたりの光景は谷間の霧と変り、波と聞えた音は松風、海上ははるか彼方に見えるのであつた。（後略）」

『史蹟と伝説と観光の山口県』　山口県新聞社　1969

竜文寺 〈周南市〉
周南市の竜文寺は、寺を開くため在山和尚が池の前で座禅している
時に、竜女が現われ、雷雨を呼んで池を平地としたところに建立され
たといわれている。 
　「竜文寺の現在地は往古は池であつた。竜がこの池に伏しているといわれ、世人はこ
れを呼んで竜ヶ潭といつた。（中略）
　このため諸所を見てまわつた和尚は、この地を幽深禅地に適する所と思い、池頭に座禅、降竜のため冥祈すること七昼
夜、第七夜目に竜女が現われ、「和尚この地に臨み給え、われ必らず守護せん」と言つた。言い終ると突然、天地を覆えすよ
うな雷雨が襲つてきた。
　池面は怒号して竜文のような相を呈し、林谷震動すること暫時。やがて、天も晴れ、風もおさまつて月光は明鏡のように
澄みわたつた。在山和尚が眼を見ひらいて竜ヶ潭を見ると、いままで深淵暗として凄絶であつた所は須叟にして平地と化
し、堂宇建立に最適の地となつていた。（中略）
　この瑞兆を驚き且つ喜んだ二人は、やがて此処に一寺を建立し、山号を「鹿王山」と号し、寺を「竜門寺」と呼ぶことにした。
永享二年（一四三〇）であった。（後略）」　　  『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

岩国市の「錦帯橋の人柱」という話の中に、
錦川は雨が降り続くと濁流となり、川にかかる
橋が次 と々流されたことから、梅雨の長雨でも
流れ落ちない橋をかけるため、人柱をたてたとある。 

　「（前略）なにしろ、錦川の川は、幅が二百メートルもあり、いったん雨が降り続くと、濁流（だくりゅう）がうずをまき、かけ
る橋かける橋がつぎつぎと流されてしまうのであった。だから、もう橋をかけるのをあきらめて、渡し舟をつかってみたこと
もあったが、それもあまり便利ではなかったので、やめてしまった。（中略）
　橋は今度こそはの期待を受けて、延宝元年（１６７３）九月三十日にできあがった。城下の人々は、今まで見たこともない形
の橋を見て、「この橋なら、どんな大水が出てもだいじょうぶだ。やっと流されない橋ができた。」と、手をうって大喜びをし
た。ところが、あくる年の五月、梅雨の長雨で錦川は大洪水となり、人々が心配して見守る中で、あっという間に中央の二
つの橋台がくずれ、三つめのそり橋が流れ落ちてしまった。（後略）」

『山口の伝説』　山口県小学校教育研究会国語部　日本標準　1979

錦帯橋の人柱 〈岩国市〉

　「都は大地震じゃげな。うわさは周防の村々にも伝わった。康安元年（一
三六一）、足利尊氏のあとをついで息子の義詮が将軍になっていた。世は
南北朝時代のことである。記録は六月とある。ところで、こちらは同じ年
の七月二十四日。現在なら九月初旬の話。
　大畠の瀬戸は潮の流れの早いところで知られている。この潮のおかげ
であじろ（漁場）には鯛がいつも群らがっている。大磯の灯標の辺りもそ
の一つ。
　その日、そこで一本釣りをしていた漁師が大声をあげた。
　「おお、潮が引く、こりゃどうしたこっちゃー。」
　漁場は岩礁が多い。それがみるみる干上がったので、今まで水面下に
沈んでいた大小の岩が頭を出した。その一つの大きな岩の上に、鎮守さ
まの太鼓の何倍もある大太鼓が乗っているではないか。ぶったまげて漁
師は、龍宮城の大太鼓かと目をこすった。
　浜辺には大小の魚が、足の踏み場もないほど打ち上げられていた。女どもはてんでにほぼら（灰もち。わらで編んだか
ご）を持って来て、われ先にと拾いだした。
　男たちは岩の上の大太鼓の出現に驚き、あわててかけ寄った。中には気の早い若者がいて、近くの寺の鐘つき堂の天
井から吊った棒をはずしてきた。
　太鼓の大きさは、大人二十人が両手を広げて輪を作って囲むほどもある。太鼓は水牛の皮で張ってあり、三ツ巴の紋が
黒々と描いてある。皮をとめた太鼓の縁には、銀の鋲釘がぐるりと打ち込んである。
　仰天して見守っていた漁師たちも、やっと落ちつき、若者がかついできた棒を四、五人が脇にかかえこむと、体ごと大太
鼓にぶつかった。
　するとどうだろう、その大太鼓の音はドロドロと天に響きわたり、雷鳴となって火の矢が雲の割れ目をぬって走り回っ
た。同時に山は地すべりを始め、泥流となって田畑をうずめた。
　引ききっていた海の水は、沸騰するように水柱を上げ、怪物のように牙をむいて沖の方から寄せてきた。津波だと知っ
た瞬間、みんな一目散に丘をめざして走りだした。
　その後、だれもあの大太鼓を見た者はいない。しかし、今も人々は太鼓岩と呼び、大事なあじろとして守っている。」

『語りつぎたい山口昔話』　和田 健　山口県ふるさとづくり県民会議　1997

太鼓岩の大太鼓 〈柳井市大畠〉 
柳井市大畠には、正平16／康安元（1361）年に発生した
南海トラフ沿いの巨大地震と思われる「正平地震」の
津波襲来を伝える「太鼓岩の大太鼓」という話がある。 



郷之坪大洪水 〈周防大島町〉
郷之坪大洪水は、周防大島町で明治19（1886）年9月24日に
発生した土砂災害である。 
　「（前略）天地もさけるかと思われる大音響と共に、百千の弄馬のような濁流が、もの
すごい水煙を立てて押しよせてきたのだ。見る間に家を倒し人を呑んだ。郷の坪は眼の
前から消えてただ水と砂礫とに代つてしまつた。
　上郷の坪に志度石神社の一の鳥居がある。そこから百坪くらいが一段と高くなつて
いて通称鳥居が壇といつておる。そこには、まわり一丈七尺もある梅壇の大樹があつた。ここで水勢が二分されたためこ
こだけが小島のように洪水から取りのこされた。しゃにむに逃げおおせた二〇人ばかりがこの梅壇の根元にしがみついて
水禍から一命を守つた。鳥居が壇のすぐ下の島家その他郷の坪で残存したのはたつた二三軒に過ぎなかった。
　河内倉之進は濁流にもまれて上になり下になつて押し流されること二キロばかり片山の川岸で救われたことは、奇跡的
だといわれた。地獄の絵巻物をくりひろげたような騒ぎの中に日が暮れかかつた。その時再び一大音響が聞えた第二回
目の洪水の来襲だ。しかしこの時は用心していたので命を失うものはなかつた。（後略）」（永田一郎著『郷の坪洪水記』による）

『周防大島町誌』　大島町誌編纂委員会　大島町（山口県）　1959

般若寺の由来 〈熊毛郡平生町〉
平生町には、都の用明天皇のもとに向かう途中、大畠灘で嵐にあい、
皆を守るため自ら海に身を投じた般若姫の菩提を弔うため、用明天皇の
勅願のもと般若寺が建立されたという伝説がある。 
　「推古天皇の七年（五九九年）、聖徳太子が二十七歳の八月であつた。太子は甲斐の黒
駒に乗ってあまねく諸国を巡行のみぎり、周防の国熊毛郡大聖ヶ獄を越えて、神子の岩屋
や、矢繰ヶ岳を眺めながら小田の里（神峰山の下、伊保の庄の海岸沿いにあり）を通りかかつたとき、海が見え、一そうの船
が現われた。（中略）
　やがて船のへさきに、年のころ十七、八であろうか、美しい一人の女性が立ち上り、太子にたずねかけた。（中略）
　「だれ、御身は何処の生れで、何用あつて都へ上られるかな」と云うと、女性は美しい顔に涙さえ浮かべて、
　「誰人とは何んというおたづねでございましよう。わたくしこそは豊後国満野長者の一人娘、あなたさまの御父君（聖徳
太子は五七四年、用明天皇の息子として生まれた。般若姫は太子の義母にあたる）用明天皇の妾、般若でございます。十
九歳の春、ここで難風にあい、九十四人の家人も、わたくしともどもにこの海底に沈みました。それから三十余年の間、こ
の海に漂泊しているのです。どうぞわたくし共をおたすけ下さいませ」
　と、あたりはにわかに暗くなり凄じい雷光をとともに、雨粒のまじつた強風が起り、山のような波が荒れはじめ、船は木
の葉のように転動すると見るや、掌を合わせた女性は船首から暗い海中に飛びこみ、従者たちも残らず海中に没したと思
われた瞬間、あたりの光景は谷間の霧と変り、波と聞えた音は松風、海上ははるか彼方に見えるのであつた。（後略）」

『史蹟と伝説と観光の山口県』　山口県新聞社　1969

竜文寺 〈周南市〉
周南市の竜文寺は、寺を開くため在山和尚が池の前で座禅している
時に、竜女が現われ、雷雨を呼んで池を平地としたところに建立され
たといわれている。 
　「竜文寺の現在地は往古は池であつた。竜がこの池に伏しているといわれ、世人はこ
れを呼んで竜ヶ潭といつた。（中略）
　このため諸所を見てまわつた和尚は、この地を幽深禅地に適する所と思い、池頭に座禅、降竜のため冥祈すること七昼
夜、第七夜目に竜女が現われ、「和尚この地に臨み給え、われ必らず守護せん」と言つた。言い終ると突然、天地を覆えすよ
うな雷雨が襲つてきた。
　池面は怒号して竜文のような相を呈し、林谷震動すること暫時。やがて、天も晴れ、風もおさまつて月光は明鏡のように
澄みわたつた。在山和尚が眼を見ひらいて竜ヶ潭を見ると、いままで深淵暗として凄絶であつた所は須叟にして平地と化
し、堂宇建立に最適の地となつていた。（中略）
　この瑞兆を驚き且つ喜んだ二人は、やがて此処に一寺を建立し、山号を「鹿王山」と号し、寺を「竜門寺」と呼ぶことにした。
永享二年（一四三〇）であった。（後略）」　　  『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

岩国市の「錦帯橋の人柱」という話の中に、
錦川は雨が降り続くと濁流となり、川にかかる
橋が次 と々流されたことから、梅雨の長雨でも
流れ落ちない橋をかけるため、人柱をたてたとある。 

　「（前略）なにしろ、錦川の川は、幅が二百メートルもあり、いったん雨が降り続くと、濁流（だくりゅう）がうずをまき、かけ
る橋かける橋がつぎつぎと流されてしまうのであった。だから、もう橋をかけるのをあきらめて、渡し舟をつかってみたこと
もあったが、それもあまり便利ではなかったので、やめてしまった。（中略）
　橋は今度こそはの期待を受けて、延宝元年（１６７３）九月三十日にできあがった。城下の人々は、今まで見たこともない形
の橋を見て、「この橋なら、どんな大水が出てもだいじょうぶだ。やっと流されない橋ができた。」と、手をうって大喜びをし
た。ところが、あくる年の五月、梅雨の長雨で錦川は大洪水となり、人々が心配して見守る中で、あっという間に中央の二
つの橋台がくずれ、三つめのそり橋が流れ落ちてしまった。（後略）」

『山口の伝説』　山口県小学校教育研究会国語部　日本標準　1979

錦帯橋の人柱 〈岩国市〉

　「都は大地震じゃげな。うわさは周防の村々にも伝わった。康安元年（一
三六一）、足利尊氏のあとをついで息子の義詮が将軍になっていた。世は
南北朝時代のことである。記録は六月とある。ところで、こちらは同じ年
の七月二十四日。現在なら九月初旬の話。
　大畠の瀬戸は潮の流れの早いところで知られている。この潮のおかげ
であじろ（漁場）には鯛がいつも群らがっている。大磯の灯標の辺りもそ
の一つ。
　その日、そこで一本釣りをしていた漁師が大声をあげた。
　「おお、潮が引く、こりゃどうしたこっちゃー。」
　漁場は岩礁が多い。それがみるみる干上がったので、今まで水面下に
沈んでいた大小の岩が頭を出した。その一つの大きな岩の上に、鎮守さ
まの太鼓の何倍もある大太鼓が乗っているではないか。ぶったまげて漁
師は、龍宮城の大太鼓かと目をこすった。
　浜辺には大小の魚が、足の踏み場もないほど打ち上げられていた。女どもはてんでにほぼら（灰もち。わらで編んだか
ご）を持って来て、われ先にと拾いだした。
　男たちは岩の上の大太鼓の出現に驚き、あわててかけ寄った。中には気の早い若者がいて、近くの寺の鐘つき堂の天
井から吊った棒をはずしてきた。
　太鼓の大きさは、大人二十人が両手を広げて輪を作って囲むほどもある。太鼓は水牛の皮で張ってあり、三ツ巴の紋が
黒々と描いてある。皮をとめた太鼓の縁には、銀の鋲釘がぐるりと打ち込んである。
　仰天して見守っていた漁師たちも、やっと落ちつき、若者がかついできた棒を四、五人が脇にかかえこむと、体ごと大太
鼓にぶつかった。
　するとどうだろう、その大太鼓の音はドロドロと天に響きわたり、雷鳴となって火の矢が雲の割れ目をぬって走り回っ
た。同時に山は地すべりを始め、泥流となって田畑をうずめた。
　引ききっていた海の水は、沸騰するように水柱を上げ、怪物のように牙をむいて沖の方から寄せてきた。津波だと知っ
た瞬間、みんな一目散に丘をめざして走りだした。
　その後、だれもあの大太鼓を見た者はいない。しかし、今も人々は太鼓岩と呼び、大事なあじろとして守っている。」

『語りつぎたい山口昔話』　和田 健　山口県ふるさとづくり県民会議　1997

太鼓岩の大太鼓 〈柳井市大畠〉 
柳井市大畠には、正平16／康安元（1361）年に発生した
南海トラフ沿いの巨大地震と思われる「正平地震」の
津波襲来を伝える「太鼓岩の大太鼓」という話がある。 



ちゅうあい

美祢瀬戸の百合花 〈美祢市〉
美祢市に「美祢瀬戸の百合花」という話があり、
その中に、６月の白百合が咲くころに、
大雨で川が氾濫し、堤防が決壊し、村が濁流に
飲み込まれたとある。 
　「（前略）さて、このとき以来、この村にはたびたび天災が起
こるようになったという。
　ことに、政三郎が死んだころ、―六月の白百合の花が咲くころ
になると、大雨に川は氾濫して堤防は決壊し濁流は村に流れ込
んで、その都度農作物は莫大な被害を蒙り、加えて悪い病気も
流行する―という有様であった。それでいつか村の人たちは、これはきっと政三郎のたたりに違いないというようになり、
どうにかしないではと相談が重ねられる日が続いていた。」

『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

竜王山の神石 〈山陽小野田市〉
山陽小野田市には、仲哀天皇が九州の
日向国にむかう途中、山陽小野田市の沖で
嵐に遭ったという伝説がある。 

　「今からおよそ千七百年ほどむかしのことだ。九
州の日向国灘（ひゅうがのくに）で、クマソという
豪族（ごうぞく）があばれまわっていた。
　そこで仲哀天皇は、紀州（和歌山県）から軍船
に乗りこみ、日向国にむかった。瀬戸内海を西へ
西へと進んで、やがて、小野田の本山岬の沖合い
にさしかかったときのことだ。今まで晴れていた空
に黒雲がひろがりはじめたかと思うと、風も強くふ
きだし、波もうねりはじめた。軍船は、木の葉のよ
うにもまれはじめた。今まで見えていた遠くの山々
も見失って、方角もわからなくなった。とうとう、
たくさんの軍船ははなればなれになっていった。
　そのありさまを見た天皇は、「この災難を助けて
くださるよう、海神においのりしよう。」と、いのり
はじめた。すると、はるか沖のほうから火の玉があ
らわれ、ふき荒れる大空に大きな輪をえがいて、
岬の方へ飛んでいった。あたりは真昼のように明
るくなり、まわりの山々も見えはじめた。そのうえ、
吹きすさんでいた風、荒れくるっていた波もしずまっ
てきた。（中略）
　それから六百年ぐらいたったある日のこと、この岬の長をしていた中尾宇内（なかおうない）に、つぎのようなおつ
げがあった。
　「わたしは、むかし仲哀天皇がこの地にまつった海神である。そのときのほこらもこわれ、ながい間わすれられてきた。
さっそく新しいほこらをつくり、みなが心をこめて信心すれば、この地をさかえさせ、くらしもゆたかにし、海の災難も
ふせぐ守り神になるであろう。また、いろいろな願いごとも、かならずみんなかなえてつかわすであろう。」村人たちは、さっ
そく新しいほこらをつくり、竜王の宮と名づけて、海神としてまつった。それから後、村人たちは、どんなに海が荒れても、
ふしぎと災難にあうこともなく、しあわせにくらしたという。（後略）」

『山口の伝説』　山口県小学校教育研究会国語部　日本標準　1979

白髪の浦 〈周南市〉
周南市に、神功皇后が新羅より帰国の途中、周防灘で嵐に
遭い、その難を避けるため、白髪の浦（現在の周南市戸田）に
上陸したという伝説がある。 
　「（前略）神功皇后の水軍は新羅国王からの貢物を軍船に積み御生誕後ま
だ日の浅い皇子と仲哀天皇の御霊を奉じて周防灘にさしかかつた。穴門の
豊浦を船出して、海上は平安の船路であつたが、佐波の沖合ごろから急に
風波がたちはじめ、やがて雨さえ加わり、しだいに時化がひどくなつてきた。
　気丈な皇后も船酔いに蒼白となられ、その上皇子にはひどい発熱である。
供奉する大臣武内宿祢はこの有様を心配して、何処ぞ御座船を着けて避難するにほどよい浦はないものかとあたりを見
ていたが、ちょうどそのとき御船の左手、風雨の煙る浦曲の彼方に、白髪の老人がこちらを向いてしきりに手招きして
いる。宿祢は水夫たちに命じて船をこぎ寄せ、老人の案内するままとりあえず浦の民家に一夜を過すことになつたが皇
子の熱はひどくなるばかりであつた。
　様子を聞いた彼の老人は大臣の前にまかり出て「これよりほど遠からぬところに出湯があります。効験きわめてあら
たかとききますが、このお湯を皇子様にお進んぜになればお熱もきつと退散するでございましよう」といつたので翌日、
湯の里（今の湯野温泉）からツボに出湯を汲みかえり、皇子に奉つたところ、熱はたちまち下り、みるみるうちにお元
気になられた。大臣らはあまりの不思議さ有難さに昨夜の老人を探し求めたがその姿はなかつた。
　さてそこは彼の老人は神々のお導きであつたかと驚き感じ入り、これを祀つてそれからこの浦を白髪の浦と名づけた
という。

『史蹟と伝説と観光の山口県』　山口県新聞社　1969

方便山の黄金馬 〈山口市〉
山口市の「方便山の黄金馬」という話の中に、山鳴り、鳴動に
続いて、岩石が崩れ落ちて、数百人の坑夫が亡くなったとある。 
　「（前略）各自黄金の馬に向つて突進した。すると俄然大音響が起つた。
スワ山鳴りだ。「とき」をも恐れず山入りしたのが惡かつたと一同思ひつい
たがもう遅かった。恐ろしい山鳴り、震動に續いてグワラ、グワラと岩石が
崩れ落た。瓦落、々々、々々……暫時は鳴りも止まなかつた。坑夫達はグ
ワンと鐡槌で頭をぶん毆打られた如く感じた。幾百人の坑夫は頭腦を粉碎
せられ肋骨をへし折られ又壓し潰された。悲鳴、叫喚、苦悶、唸き。散亂した毒々しい血醤と肉片、生き殘つた人々も
死んだような顔色になつた。聲も出し得なかつた。只がたがたと齒の根も合わず戰慄した。やがて人心地に返るとある
感じが暴風のやうに腦裏を過ぎた。それは此の山の黄金の精靈が金馬に姿を變へて顯現されたのだと云う感じであつ
た。」

『趣味の山口』　防長史談會　1932

ポリエの陥没 〈美祢市〉
美祢市では、1946年の南海地震の際に百数十の陥没地が
発生したといわれている。 
　「一九四六年、南海地震の際には、嘉万・青景・堅田各ポリエ一帯に、
百数十の陥没地が発生したといわれ、現在もなおポリエ面下の石灰岩の
地下溶食が行われていることを示し、まさに「土地は動いている」である。
特に地名が示すように流田にこの例が多い。」

『秋芳町史』　秋芳町編集委員会　秋芳町　1963



ちゅうあい
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飲み込まれたとある。 
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流行する―という有様であった。それでいつか村の人たちは、これはきっと政三郎のたたりに違いないというようになり、
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竜王山の神石 〈山陽小野田市〉
山陽小野田市には、仲哀天皇が九州の
日向国にむかう途中、山陽小野田市の沖で
嵐に遭ったという伝説がある。 

　「今からおよそ千七百年ほどむかしのことだ。九
州の日向国灘（ひゅうがのくに）で、クマソという
豪族（ごうぞく）があばれまわっていた。
　そこで仲哀天皇は、紀州（和歌山県）から軍船
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白髪の浦 〈周南市〉
周南市に、神功皇后が新羅より帰国の途中、周防灘で嵐に
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　さてそこは彼の老人は神々のお導きであつたかと驚き感じ入り、これを祀つてそれからこの浦を白髪の浦と名づけた
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『史蹟と伝説と観光の山口県』　山口県新聞社　1969

方便山の黄金馬 〈山口市〉
山口市の「方便山の黄金馬」という話の中に、山鳴り、鳴動に
続いて、岩石が崩れ落ちて、数百人の坑夫が亡くなったとある。 
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死んだような顔色になつた。聲も出し得なかつた。只がたがたと齒の根も合わず戰慄した。やがて人心地に返るとある
感じが暴風のやうに腦裏を過ぎた。それは此の山の黄金の精靈が金馬に姿を變へて顯現されたのだと云う感じであつ
た。」

『趣味の山口』　防長史談會　1932

ポリエの陥没 〈美祢市〉
美祢市では、1946年の南海地震の際に百数十の陥没地が
発生したといわれている。 
　「一九四六年、南海地震の際には、嘉万・青景・堅田各ポリエ一帯に、
百数十の陥没地が発生したといわれ、現在もなおポリエ面下の石灰岩の
地下溶食が行われていることを示し、まさに「土地は動いている」である。
特に地名が示すように流田にこの例が多い。」

『秋芳町史』　秋芳町編集委員会　秋芳町　1963
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干珠満珠物語 〈下関市長府〉
下関市長府に、神功皇后が、竜神から満珠（ふると潮が満ちる）と
干珠（ふると潮が引く）の二つの球を借り受けたという伝説がある。 
　「（前略）そのちょうど満願の日のことであった。それまでは、おぼろ月のした
に静まりかえっていた瀬戸の山々がにわかにどよみ、潮鳴りがして潮の流れはた
けり狂いはじめたのである。
　と、その音にまじって、
　「皇后さま、皇后さま、わたしはこの瀬戸にすむ住吉神宮の化身（けしん）で
ござりまする」
　と呼ぶ声が、皇后の耳に聞えてきた。
　みると、うっすらかすんだ海の上に、白いひげを潮風になびかせながら、住吉
明神が立っていられるのである。(中略 )
　そこで皇后は、この海岸にすむ安曇の磯良という若者を召されて、龍神のもとへ使わされ、二つの珠をかりうけてこ
させられたのであった。
　その二つの珠というのは、敵軍が大勢せめよせてくれば、満珠をふると、たちまちのうちに潮が満ちて敵兵はおぼれ、
敵が軍船をしたててくれば、干珠をふると、たちまち潮はかれて陸となり、軍船はものの役にもたたなくなるという、ま
こと不思議な珠なのであった。（後略）」

『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

川棚物語 〈下関市豊浦町〉
下関市豊浦町に「川棚物語」という話があり、その中に、川棚は
昔沼地で、その沼に巨大な青龍が棲んでいたが、大地震で沼から
熱湯が出たため龍が亡くなったとある。 
　「いつのころであったろうか――とにかく大昔のこと、川棚温泉の近くには大き
な沼があり、そこには青龍が主（ぬし）となって棲んでいたが、その霊威によっ
てか、ここだけには春夏秋冬を通じて水の過不足の心配がなく、里人は平和な
生活をいとなんでいた。
　ところが、あるとき、地震が起こり、沼からは突然に熱湯がふき出したので、
青龍は七転八倒――ついには死んでしまったのである。そして、それからは不穏の出来ごとがたびたび続くようになっ
たという。
　これを青龍の死霊の祟りというふうに考えた里人たちは、その障りをさけるために、青龍の霊を供養し、青龍大権現
として祀りあがめ、以来一万年は如何ようなことがあろうとも祭りを絶やさぬよう起請したので、里は再び平穏に帰り、
湯はまた薬効あらたかな霊泉として評判は世に広まったとのことである。」

『ふるさと叢書Ⅱ　周防長門の伝説』　松岡利夫　山口県教育会　1976

江崎の由来 〈萩市江崎〉
萩市江崎は、昔「江津の湊」といっていたが、津波によって
大破したのちに、地名を「江崎」に改めたという伝承がある。 
　「江崎往古江津の湊と云繁昌の地にて阿武郡十八郷の公米此湊に津出して
若狭へ運送し其後津波にて此津破滅す故浦人田万の湊に居住す後益田某河内
当所に田屋を構居し田万の湊へ移居る所の者を呼返す此時此所ハ須佐村の内
大江津と云所の洲崎なるに依て当津を江崎と改むのよし元来此所ハ田万村の
内也。」
『田万川町史　付録』「御国廻御行程記」（江崎村部分）　田万川町　1999
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